
31　　アジ研ワールド・トレンド No.235（2015. 5）

神
戸
市
水
道
局
の
国
際
環
境
協
力

高
木 

亮
祐

●
神
戸
市
が
取
り
組
む
海
外
水
イ

ン
フ
ラ
支
援

　

本
市
で
は
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
に

「
国
際
貢
献
」「
神
戸
経
済
の
活
性
化
」

「
技
術
・
技
能
継
承
」
を
目
的
の
三
本

柱
と
し
た
公
民
連
携
に
よ
る
国
際
貢
献

の
基
本
方
針
を
策
定
し
、
地
元
企
業
等

と
本
市
相
互
の
成
長
・
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
指
し
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
、
基
本
方
針
に
基
づ
く

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
て

い
る
地
元
企
業
等
（
二
〇
一
五
年
二
月

時
点
で
四
社
）
か
ら
の
支
援
要
請
に
基

づ
き
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
企
業
支

援
を
通
じ
た
海
外
展
開
を
行
っ
て
き
た
。

●
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
取
り
組
み

　

ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム

南
部
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら
南
に
一
時
間

ほ
ど
の
所
に
あ
る
ロ
ン
ア
ン
省
の
工
業

団
地
等
へ
の
用
水
供
給
事
業
、
同
じ
く

南
部
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
境
付
近
に
浮

か
ぶ
フ
ー
コ
ッ
ク
島
に
お
け
る
上
下
水

道
事
業
の
事
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

い
ず
れ
も
地
元
企
業
で
あ
る
㈱
神
鋼
環

境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事

業
化
調
査
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ　

Ｆ
／
Ｓ
）
か
ら

見
出
し
て
き
た
事
業
で
あ
り
、
神
戸
市

は
そ
の
支
援
要
請
に
基
づ
き
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
環
境
に
配
慮
し
た
事
業

と
な
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
案
件
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

⑴
ロ
ン
ア
ン
省

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
隣
接
し
、
近
年
工

業
団
地
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ロ

ン
ア
ン
省
で
は
、
地
下
水
の
過
剰
摂
取

に
よ
る
地
盤
沈
下
や
、
工
場
排
水
に
よ

る
公
害
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
水
源
を
地
下
水
か
ら
河
川
へ
転

換
し
た
給
水
や
、
適
切
な
排
水
処
理
等
、

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ロ
ン
ア
ン
省
に
お
け
る
事
業
は
、
二

〇
一
一
年
か
ら
㈱
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ン

ク
・
ジ
ャ
パ
ン
等
に
よ
っ
て
環
境
配
慮

型
の
産
業
開
発
に
つ
い
て
調
査
が
実
施

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
サ
ポ
ー

ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
神

鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
、
調
査
結

果
を
踏
ま
え
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
事
業
提
案

し
、
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
は
日
越
両
国
の
企
業
が
合

弁
で
特
別
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
を
設

立
、
工
業
団
地
向
け
の
給
水
や
、
排
水

処
理
施
設
等
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
の
建
設
お
よ
び
運
営
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
投

融
資
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
も
位

置
付
け
ら
れ
、
二
〇
一
四
年
一
月
に
は
、

イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
海
外
投
融
資
の
初

の
案
件
と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
現
地
銀

行
と
の
間
で
融
資
契
約
が
交
わ
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
地
元
企
業
と
共
に
（
一
財
）

神
戸
す
ま
い
ま
ち
づ
く
り
公
社
と
（
一

財
）
神
戸
市
水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社
も
出

資
・
参
画
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
て

お
り
、
地
方
自
治
体
が
海
外
の
水
道
事

業
に
出
資
・
参
画
す
る
の
は
国
内
初
の

取
り
組
み
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
も
事
業
開
始
に
向
け
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
経
済
の

伸
び
悩
み
や
、
工
業
団
地
開
発
に
と
も

な
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
認
識
の
違
い

等
に
よ
っ
て
協
議
に
時
間
を
要
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
市
水
道
局
も
現
地
政

府
と
の
協
議
や
、
研
修
（
水
道
専
門
だ

け
で
な
く
、
神
戸
の
ま
ち
づ
く
り
、
工

業
団
地
開
発
等
幅
広
く
）
等
に
よ
る
技

術
協
力
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
早
期
の

事
業
開
始
に
向
け
た
側
面
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
技
術
協
力
や
地
方
政

府
間
の
協
議
等
も
実
施
し
な
が
ら
、
公

民
連
携
し
て
根
気
強
く
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

⑵
キ
エ
ン
ザ
ン
省
フ
ー
コ
ッ
ク
島

　

リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
進
み
今
後
の
発
展

が
期
待
さ
れ
る
フ
ー
コ
ッ
ク
島
に
お
い

て
、
神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
中

心
に
二
〇
一
一
年
九
月
か
ら
二
〇
一
三

年
七
月
ま
で
、
環
境
と
開
発
を
共
存
さ

せ
な
が
ら
実
施
す
る
上
下
水
道
整
備
に

関
す
る
事
業
化
の
調
査
を
実
施
し
、
本

市
も
現
地
調
査
を
は
じ
め
政
策
会
議
へ

の
参
加
、
事
業
運
営
に
関
す
る
技
術
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ
た
。
現
在
も
事

業
化
に
向
け
て
進
ん
で
い
る
が
、
本
市
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と
し
て
も
、
二
〇
一
四
年
七
月
に
更
新

し
た
キ
エ
ン
ザ
ン
省
と
の
「
上
下
水
道

分
野
等
に
お
け
る
技
術
協
力
・
交
流
に

関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
く
良
好
な
関
係

を
維
持
し
な
が
ら
、
最
大
限
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　

な
お
、
発
展
に
と
も
な
っ
て
公
共
用

水
域
の
水
質
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
早
期
の
下
水
道
整
備
を
目
指
し
、
行

政
職
員
の
能
力
向
上
や
地
域
住
民
の
理

解
等
を
目
標
と
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根

技
術
協
力
事
業
（
地
域
提
案
型
）
を
活

用
し
た
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
二
〇

一
二
年
度
よ
り
三
年
間
に
わ
た
り
実
施

し
て
い
る
。

●
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
取
り
組
み

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
ヤ
ワ
デ
ィ
管
区
は

ヤ
ン
ゴ
ン
管
区
の
西
側
、
エ
ヤ
ワ
デ
ィ

川
の
河
口
デ
ル
タ
に
位
置
し
、
二
〇
〇

八
年
の
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ナ
ル
ギ
ス
最
大

の
被
災
地
で
あ
り
、
本
市
は
二
〇
一
三

年
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ア
セ
ッ
ク
（
神
戸
市
）
を

通
じ
て
、
使
用
を
終
え
た
救
急
車
を
贈

呈
し
た
。
そ
の
贈
呈
式
の
際
に
、
現
地

か
ら
「
水
」
に
関
す
る
支
援
要
請
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
地
で
公
民
連
携

に
よ
る
水
道
に
関
す
る
案
件
発
掘
調
査

を
実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
か
ら
、
現
地
住
民
が
貧
富

に
分
け
隔
て
な
く
安
全
な
水
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

た
め
、
現
在
、
小
規
模
な
浄
水
設
備
を

パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
導
入
し
、
併
せ
て
現

地
へ
の
技
術
協
力
を
実
施
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。
日
本
の
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
踏
ま
え
た
最
適
な
浄
水
設
備
を

技
術
協
力
と
合
わ
せ
て
導
入
す
る
こ
と

を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
海
外
展

開
の
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

●
今
後
の
取
り
組
み

　

技
術
協
力
等
を
本
市
水
道
局
で
は
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
実
施
し
て
お
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
都
市
と
比
較
す
る
と
後
発
組
で
あ

る
。
し
か
し
、
海
外
展
開
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
地
元
企
業
等
を
支
援
し
て

き
た
結
果
、
こ
こ
四
年
あ
ま
り
の
間
に

公
民
連
携
に
よ
る
海
外
展
開
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
都
市
の
ひ
と
つ
と

し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

自
治
体
が
海
外
展
開
す
る
地
元
企
業

を
支
援
す
る
う
え
で
は
、
現
地
地
方
政

府
と
の
関
係
構
築
や
事
業
運
営
の
経
験

を
活
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ

の
役
割
を
今
後
も
継
続
し
て
果
た
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
後
発
組
と
し
て
不
足
し
て
い

る
海
外
経
験
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
外
か
ら

の
研
修
生
の
受
け
入
れ
や
技
術
協
力
等

を
積
極
的
に
実
施
し
て
人
材
育
成
を
進

め
、
地
元
企
業
等
へ
の
よ
り
効
果
的
な

支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

今
後
は
、
海
外
展
開
を
通
じ
て
水
道

事
業
体
間
の
連
携
も
必
要
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
国
内
で
も
視
野
を
広
げ
る

た
め
相
互
に
課
題
・
解
決
策
を
共
有
す

る
等
の
経
験
を
積
み
、
ま
た
海
外
で
の

経
験
を
国
内
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

等
、
海
外
展
開
を
通
し
た
人
材
育
成
を

進
め
、
こ
の
取
り
組
み
が
一
石
三
鳥
で

な
く
、
四
鳥
、
五
鳥
と
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

●
最
後
に

　

昨
年
六
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
水
週
間

（
Ｓ
Ｉ
Ｗ
Ｗ
）
二
〇
一
四
に
お
い
て
、

ジ
ェ
ト
ロ
の
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
に

神
戸
市
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
地
元
企
業

等
と
取
り
組
む
海
外
展
開
や
、
先
端
膜

工
学
機
構
を
擁
す
る
神
戸
大
学
の
技
術

力
を
国
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
企
業
と
違
い
効
果
は
み
え
に
く
い

が
、
日
本
企
業
の
海
外
展
開
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
分
野

の
方
と
意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と
、
さ

ら
に
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
積
極
的
に
進
め
て

い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
地
を
直
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
等
、
大
変
意
義

の
あ
る
参
加
と
な
っ
た
。
今
後
も

「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
で
取
り
組
む
と

い
う
団
結
感
が
得
ら
れ
る
、
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
場
を
活
用
し
て
き
た
い
。

（
た
か
ぎ　

り
ょ
う
す
け
／
神
戸
市
建

設
局
中
央
水
環
境
セ
ン
タ
ー
管
理
課
担

当
係
長
、
前
水
道
局
経
営
企
画
部
経
営

計
画
課
水
イ
ン
フ
ラ
支
援
担
当
係
長
）キエンザン省との覚書更新（2014年7月　写真提供：神戸市 )
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